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町長との行政懇談会 質疑応答 

 

日 時：平成 24年 11 月 14日（水） 午後７時～午後９時 10 分 

場 所：田中公民館大会議室 

対 象：田中・朝倉地区 

参加人員：８人 

 

Ｑ：先日も白山小学校と氷上小学校の爆破予告があったところだが、幼稚園や保育所に防犯カメラ

を設置していただけないか。 

Ａ：現有の職員体制では、モニターを常時監視する体制は取れないが、カメラが設置されているだ

けで効果を発揮する場合もあると思う。整備すべき設備のひとつとして、今後検討していきたい。 

Ｑ：幼稚園時期は弁当による食育も大事だが、給食を出すことも考えてはいただけないか。 

Ａ：給食による食育教育も良いと思うが、子どもが喜ぶ弁当を親が作ってあげられる環境も守って

いかないといけない。 

Ｑ：小学校や中学校と同じように、幼稚園にも指導主事を置いていただけないか。 

Ａ：幼稚園にも指導主事を確保できるよう県に要望している。 

Ｑ：小川下池は、大きな地震が来ても耐えられるのか。 

Ａ：現在ため池の耐震診断を順次行っており、小川下池も２、３年で実施予定である。国営総合農

地防災事業を実施しているので、震度５程度は耐えられるのではないかと考える。 

 

Ｑ：コミュニティバスの停留所の名称を工夫してはどうか。例えば「上宮尾」停留所は近くに公渕

公園の東入口があるので、それにちなんだ名称にしたら、町外の人でもわかりやすい。 

Ａ：わかりやすい名称で浸透を図ることはいいことなので、今後検討していきたい。 

Ｑ：最近の食料品にはあまり体に良くない物質が含まれていることが多い。良い食育を推進してい

く必要がある。地産地消を推奨する方策を検討できないか。 

Ａ：農作物の推奨や食料品の信頼は時間をかけて使い続けていくことでやっていく必要がある。給

食の食材はなるべく県内のものを使用するようにしている。 

Ｑ：田中の農道が工事後すぐ傷んでいる。材料が悪い。Ｇブロック工法などを考えてはどうか。 

Ａ：町から新しい方法を指示するのは難しい。設計業者からの提案があれば検討したい。 

Ｑ：遊休農地を活用してバイオマスの利活用を推進してはどうか。 

Ａ：昨年度の百眼百考会議でも提案されたが、バイオマスの利活用は時期早尚と考える。 

Ｑ：町の財産を廃棄するときに町民に公募をかけ、歳入確保につなげてはどうか。 

Ａ：公売は行っている。需要があるものは落札され歳入の確保につながっている。 

Ｑ：百眼百考会議の委員の中に出席しない人がいるが、出席している人に失礼だ。きちんと出席で

きる人を委員にするよう考えてほしい。また、事務局（町の職員）はもっと勉強するべきである。 

Ａ：今年が２年目であるので、運営方法を検討していこうと考えている。また、百眼百考会議は職

員の勉強の場でもあるので、ご了承いただきたい。 
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Ｑ：三木町とさぬき市の当初予算を色々な項目で比較してみたが、住民１人当たりに使われるお金

が少ないと思う。納税額は同じくらいなのに、どうしてだと思うか。他にも、三木町はさぬき市

よりも不健全と思われる項目がたくさんある。 

Ａ：借金の返済なども住民１人当たりに使われるお金に含まれており、財政状況を単純に数値の比

較だけで捉えることはできない。様々な指標から、感覚的に三木町は健全な方であり、住民負担

も大きくないと思う。 

 

Ｑ：「まんで願。」で大獅子が長尾街道を練り歩いてはどうかという声を聞いている。 

Ａ：今年町道鹿伏線他２線を通行止めにするだけでもかなり警察協議が大変だった。幹線道路の長

尾街道を通行止めにするのは不可能に近い。 

Ｑ：防災ラジオの雑音がとてもうるさいが何とかならないか。 

Ａ：防災ラジオは無線なので、雑音は少なからず入る。無線の限界である。 

Ｑ：自治会主催の落語会を防災ラジオで流してもらえないのはなぜか。それは良しとしても、流せ

るように検討するよう申し出たが、即不可能と答えられた。そのような教育を行っているのか。 

Ａ：すぐに拒否をしたり、感情を出すような教育はしていない。三木町の防災ラジオの条例は、国

の電波法に則って制定しているものなので、改正しにくい。三木町の防災ラジオは「防災行政無

線」なので、防災情報と行政情報の中でも重要な情報を流している。他自治体での運用をどのよ

うにしているかを研究させてほしい。 

 

Ｑ：小学生の登下校環境が非常に危ないと思う。「見守り隊」が動いている地区もあるようだが、高

齢になっており、限界もある。もう少し、見守り体制を強化してほしい。また、中学生の登下校

はあまりに放置した状態ではないかと考える。 

Ａ：地域で協力して見守れる組織づくりをしていく必要がある。現在社会福祉協議会でボランティ

ア人材の活用について検討中である。 

 

Ｑ：教育関係の団体の会議に町の教育委員会も積極的に参加してほしい。 

Ａ：できる限り参加するようにしたい。 


